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平成31年5月22日（水）　　　　　　　　司会・記録：鳥谷部久美子 
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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・職員旅行の行程表を掲示板で確認し、不参加の場合は行事委員へ不参加届を提出するように。

・今年度上半期の目標を速やかに作成するように。
・事故発生時の連絡について
　事故発生のメールが高齢領域に送信されていなかったため高齢領域にもメール送信することと、介護保険を利用している場合には担当ケアマネジャーへの連絡も行うこと。

・プログラム6月分について、
テキスト⇒5月27日（月）まで。プログラムについて不明な点は馬場さんへ。

・医療安全管理委員会より
　5/21　南山苑で窒息事故があり、5/28（火）カンファレンスで事故対策のミーティングを実施する。
＜研修・勉強会＞
・菅原AOMより研修案内

認知行動療法、精神科アセスメント、SST、向精神薬の基礎知識についての研修。

・平賀IOOより研修案内

　はちのへ地域ＳＡセミナー
　日時：6月20日(木)　19:00～21:00

　場所:八戸パークホテル　1階　マグノリア

　※申し込みは6/14(金)正午までにWIZメールで申し込むこと。
＜祝日プログラムについて＞
7/15（月）・8/12（火）利用者様に希望を確認し、納涼会はの日程も含め、企画を勧めていく。
＜利用者様情報＞

デイケア
・冨田　紀子　様～グループホーム世話人より情報提供があり、昨日の転倒後の状況について報告がある。今朝の訪問時には後頭部の膨張は少し引けており、触らなければ痛みはなく押すと痛みがあると話している。顎に青あざもあり、昨日の転倒の際にぶつけたものである可能性が考えられる。また、昨日の夕食後・就寝前薬の飲み忘れがあったとのこと。
・上川原　豊　様～来所時より表情が硬く、薬の空包を確認の際には昨日の就寝前薬の空包がない。就寝前薬の空包がない事を伝えると「あぁ家に忘れた、いつまでこれ確認するんだ」と話しており、時折忘薬もある為続けていく事を伝えると「俺はこんな精神薬なんて飲む必要はない、八幡や青南がそうした」と表情を険しくし話している。その後も青南病院や青明舎のスタッフの名を挙げ、裁判所に訴えると話している。何について訴えるのかを確認すると「そんなの・・・色々だ」と言い淀んでおり、具体的な内容は思いついていない様子が窺える。その後のミーティングでは意見を積極的に話しており、気分の高揚が窺えるが上記のような被害的な発言はない。
・寺沢　彩　　様～先日、右足第5趾痛みの相談を受けていたが、その後整形外科受診したとの事。骨に異常はなく筋肉の凝りと説明があり、悪化時は神経内科へ相談するように指示があり、経過を見ているが症状は軽減しているとの事。また、5/14に八戸市民病院神経内科受診し、重症筋無力症の抗体値が下がっており、入院などの必要はなくなったと話している。
・庭田　美紀子様～定時になっても来所しない為電話連絡するが、留守番電話に切り替わっている。体調が気にかかる為連絡が欲しい事を伝え、終話するが以後折り返しはない。関係部署へ情報提供している。
・丸尾　貴史　様～本日14時から5/23　14時より体験利用予定。
・石井　幸子　様～昨日午後より見学実施。単身生活となる為不安があると言い、生活リズムを整えていきたと話している。利用について迷いはあるが、質問したりと前向きな発言もある。

デイナイトケア

・板橋　利美様　～朝のミーテング時、不調の訴えが聞かれている。「肩、両膝が痛くなった」「足の重りを付けたことで、無理したみたいだ」と話している。昨日から、両足に重しを付けていないため、様子を見ている。極端ではなく、無理せず、ゆっくり時間をかけて、毎日の運動療法に参加してほしいことを伝えている。
・倉橋　生子様　～昨日も夕食を不食し帰荘している。青風荘より情報提供があり、昨日帰荘後、就寝前薬の時間に来ない為、訪室している。「目が見えない」との訴えが聞かれており、無視しているため、無視はしないように注意し日課は行うよう伝えていたとのこと。その後10分後に自ら服薬に来ていたと申し送りがある。本日は、冴えない様子で来所しているため、睡眠について尋ねると、「わかってはいるんだけれど思ったように早く眠れない」と話している。11時20分に静養室で休みたいと休養希望が聞かれ、30分時間休んでいる。午後は、表情良くプログラムに参加している。
・鈴木　真知子様～昨日帰荘後、だるそうな様子が見られており、シーツ交換、服薬等日課の声掛けを要していたとのこと。20：30のおやつの時間には来ているため、おやつ以外の日課も時間は守って欲しいことを伝えていたとのこと。本日は、冴えない様子は見られているが、時間前にプログラムの準備をして参加している。

ナイトケア

・特記なし。

カンファレンスシート（岩城敏夫様）

実施日：2019年5月22日（水）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：蕨野 

参加者： 鳥谷部、石田、蕨野、工藤、武田

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	岩城　敏夫　様
	性別
	男
	年齢
	80
	生年月日
	昭和13年11月22日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	心房細動

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身につける。対人関係を学ぶ。

	本人希望
	階上（実家）で暮らしたい。絵を描き続けたい。100歳まで描きたい。

	家族希望
	今の生活を続けて欲しい。

	入院歴
	計　3回（最終：昭和41年6月～平成13年7月）

	通所歴
	　1回目

· 今回：平成13年7月30日～現在　　（週5回）

	その他サービス利用
	青風荘入所

	住居：青風荘


	家族構成


保護者・大村キエ様


	利用制度
	精神障害者手帳1級
	障害基礎年金1級
	重度医療、自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載




【目標・治療計画（現在）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする。社会資源利用は美術館にも一人で行く事は困難である為スタッフと一緒に行き鑑賞できる様にする。自分の絵も展覧会に出展したい。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。
	①認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴し、対応する。

	
	
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。

	
	
	③ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	③身体不調や不安感を訴えた際は傾聴し本人の希望にそうように対応して行く。

	
	
	④趣味である絵を描く事を続ける。
	④描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。


	· 以前は認知症に関する訴えが多かったが、現在は非常に少ない。しかし、未だ認知症に関する本を読んでいることが多い為、認知症症状について気にしている様子が窺える。

· 物を盗られたという訴えは、最近は観察されていないが記銘力の低下や統合失調症の妄想である可能性も考えられるため今後も観察していく。
	認知症に関しての訴えがあった際は、話を傾聴していく。また、訴えが多くなった際は、認知症のスクリーニング検査を行い、アセスメントをしていく。

→治療計画は継続する。

	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	・幻聴に関する訴えはない。しかし、精神症状が悪化した際には、幻聴が強まる可能性が十分に考えられる。
	幻聴の有無を確認し、幻聴があった際は、事実の確認をともに行っていき、幻聴と現実の区別を自分でつけることが出来るように関わっていく。

→治療計画は継続する。

	③ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	・ペースメーカーの不具合はなく、半年に1回の受診を続けている。以前はめまいの訴えが多く、血圧を測定することも多かったが、現在は、服薬を調整した効果のためか、めまいの訴えや身体面での不調を訴えることは殆どない。
	ペースメーカーに関する受診があった際は特に体調を確認していく。また、めまい以外にも症状がないかの観察を続けていく。

→治療計画は継続する。

	④趣味である絵を描く事を続ける。
	・作業療法の時間を使って、絵を描くことを続けている。実習生が質問すると嬉しそうに自分の絵を見せ、過去のことや入院中に作った作品について説明することがある。
	絵を描くことで思いを昇華するとともに、生きがいや楽しみを感じることが出来ていると思われる。精神面の安定にも役立っていると思われる。

→治療計画は継続する。


【目標・治療計画（再立案）】
	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	現在の心身機能の維持向上が行え趣味（絵を描く）を楽しみながら生活をする事ができる。
	絵を描き続けるために健康な生活を送る。
	①認知症にならないためにもプログラムに継続して参加する。
	①認知症や被害的な訴えがあった際は傾聴し、対応する。

	
	
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。
	②幻聴がある際にはスタッフと話し合い、幻聴であることを理解するように関わっていく。

	
	
	③趣味である絵を描く事を続ける。
	③描いた絵をスタッフと一緒に鑑賞して、これからも絵を描き続けられるように評価する。

	
	身体機能の低下見られ立ち上がり時、歩行時等ふらつきあり、転倒等の事故なく安全に過ごす事ができる
	①ペースメーカーを装着している為、身体的な不調があればすぐにスタッフに報告する。
	①ペースメーカーに関する受診があった際は特に体調を確認していく。また、めまい以外にも症状がないかの観察を続けていく。

	
	
	②身体機能の維持向上が行え、転倒などの事故が防止できる。
	②積極的に運動プログラムに参加してもうと共に、本人に合わせた体操等指導して行く。


